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１．はじめに 

 著者らは，RC地中構造物の応答に及ぼす上下動の影響の評価を進めてきている1)．本研究では，片側のみが

傾斜した地盤中に埋設した地中構造物（図-1）の応答特性の把握を目的に，地盤－構造物連成系モデルによる

観測地震動（1995年兵庫県南部地震神戸大観測記録；図-2）に対する地震応答解析を実施した． 

２．解析の概要 

 RC部材を梁要素でモデル化し，その復元力特性を軸力変動型トリリニアモデルで表わした（図-3）．ここで，

第 1特性点は｢曲げひび割れ発生｣を，第 2特性点は｢断面降伏点｣を，第 3特性点は｢断面終局｣であり，曲げと

軸力を受けるはり部材の断面計算から，その特性点の値（曲げモーメントおよび曲率）が算定される．地盤の

構成則には，全応力－履歴依存型の Ramberg-Osgoodモデルを用い，想定される最大せん断ひずみでの剛性低

下に適合するようにパラメータを定めた．さらに，地盤－構造物（側壁および頂版）間のすべり・剥離を考慮

するためのジョイント要素を設定した． 

３．解析結果  

 主たる地震荷重である上載土慣性力(2)を比較したものを図-4に示す.その水平成分は，両者はほぼ同一であ

り，水平動が支配的要因であることが示される．一方、鉛直成分は，地形の影響から水平動のみを入力した場

合でも，鉛直方向の応答が励起されるものの，基盤から入射される上下動によるものが卓越していることが分

かる．さらに，この鉛直成分と鉛直部材（隔壁）下端の軸力の動的増分の時刻歴を比較した（図-5）．軸力は，

解析中に残留が生じているが，その位相はほぼ対応している．これから，上下動は，成層地盤中に埋設された

場合(1)と同様，主に鉛直部材の軸力の変動のもたらすことが分かる.さらに，断面力に対する上下動の影響を

比較した（図-6）．曲げモーメントおよびせん断力に対して，上下動による変動の範囲は非常に小さい．一方，

軸力については，鉛直部材（隔壁）において，わずかに変動する結果となっている．しかし，その変動の範囲

が，応力に換算して 0.3N/mm2であること，軸力のレベルも軸力比に換算して 0.1 未満と低い範囲にあること

から，せん断耐力(3)に及ぼす影響も極めて小さいことが分かる（図-7）． 

４．まとめ  

 側方が傾斜した地盤中に埋設された場合も，上下動の影響は成層地盤中とほぼ同様な機構であることが分か

った． 
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図-1 解析の対象とした構造物とその埋設条件 

曲げモーメント 
特性点の値は軸力の変動に応じて変更 

Mu 
断面終局 My 断面降伏 

Mc 
ひび割れ発生 

図-2 検討用地

曲率 φy φc φu

図-3 ＲＣ部材の復元力特性 
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図-6 最大断面力の

比較（続き） 

図-5 上載土慣性力（鉛直成分）と軸力増分の比較
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